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平成16年度

「協働のまちづくり推進助成事業」の成果②

５月30日は、「白鷹ごみゼロの日」です。④

新しい地区公民館職員の紹介⑨

消防署白鷹分署からのお知らせ⑬
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釜の越桜ライトアップ 
今年も「古典桜の里しらたか」には全国から７万人近い観光客が訪れました。今年のライトアップは、樹への影響を
考え、昨年よりも30分短い８時半までとされ、桜を見るだけではなく、後世へ保存していこうという意識も高まって
います。４月23日には、夜桜の下で恒例の高玉芝居が上演され、大勢の観光客、地元のかたがたを楽しませました。
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みなさんが主体となって実施する事業を応援します

　「協働のまちづくり推進助成事業」は、町内会やサークルなどの自主的な団体が、自分たちの手でまちづくり事

業などを行う場合、その経費の一部を助成する事業です。

　平成16年度は、地域づくりに関する事業やイベント・交流拡大事業など、地域のかたがたが主体となって、３件

の事業に取り組みました。

平成16年度「協働のまちづくり推進助成事業」の成果

●イベント・交流拡大事業

しらたか的音楽映画塾

申 請 団 体　しらたか的音楽映画塾実行委員会
代　表　者　実行委員長　原田利明
認定事業費　2,267,198円
助　成　金　500,000円
　平成15年10月開催の国民文化祭白鷹町開催事業「地芝居の祭典」で共演された音
楽家・小室等さんと当町畔藤出身で映画・演劇制作者の小形雄二さんの呼びかけをき
っかけに実施された音楽と映画のイベント・交流拡大事業です。アジア国際音楽祭で
おなじみの近藤房之助さんや伝説のフォークシンガー・高田渡さん（高田さんは先月
急逝されました。ご冥福をお祈りします。）、特別講師では映画監督の大林宣彦さんな
ども出演し、音楽と映画の文化体験、白鷹の農業・伝統文化体験、さらに町外来訪者
との交流体験など、参加者にとって有意義な経験となりました。なお、平成17年度
は町の事業として予算化し、実施する予定です。

町下交流拠点施設機能強化事業

申 請 団 体　町下区
代　表　者　区長　松本幸治
認定事業費　1,312,500円
助　成　金　500,000円
　町下区は、「土里夢館」を拠点に、生産組織の構築と消費者と交流できる地域を目
指した集落営農推進事業や畑地、水田などのほ場整備とともに地域振興を目指した経
営構造対策事業を展開してきました。また、平成16年度には「白鷹町産地形成促進
施設整備事業」により、どりいむ農園直売所が整備されました。このことにより、土
里夢館が研修や交流などの拠点として、より充実した機能が求められるようになりま
したが、備品などの保管とスペースの有効活用のため、格納施設の新設と機能強化を
目的に実施された事業です。４月９日オープンの直売所は連日大盛況で運営されてお
り、今後、土里夢館の活用もますます増えることが予想され、地域振興のみならず町
全体への波及も期待できます。

●地域づくり事業

地域文化景観保存事業（瑞龍院庭園土砂災害復旧工事）

申 請 団 体　桜の里づくり推進委員会
代　表　者　会長　菅　正男
認定事業費　683,550円
助　成　金　273,000円
　蚕桑地区では、地域づくりを進めるため桜の里づくり推進委員会を組織し、「桜の里
事業計画」のもと、活発な地域づくりを実施しています。中でも、先人たちの残した
文化遺産は蚕桑地区の象徴ともいえ、地域が一丸となってその保存活動などに取り組
んでいます。このたびの事業は、平成16年７月17日の記録的豪雨により土砂災害を
受けた瑞龍院庭園の復旧を目的に実施された事業です。瑞龍院庭園は被災前の美しく
落ち着いたたたずまいを取り戻し、来訪者の増加や地域住民の愛着心の向上などが期
待できます。



　　 広報しらたか　2005.5.13●3

平
成
17
年
度
助
成
希
望
団
体
�
募
集
�
�
�
�

 

　   

－

白
鷹
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

－

　

白
鷹
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
は
、
昭
和
63
年
度
に
白
鷹

町
ま
ち
づ
く
り
総
合
助
成
事
業
と

し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
ま

で
延
べ
98
団
体
に
総
額
約
６
千
１

百
万
円
の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
実
施
団
体
の
負
担
を
合
わ
せ

る
と
こ
の
17
年
間
に
２
億
３
百
58

万
円
の
事
業
が
町
内
で
行
わ
れ
、

各
地
区
の
地
域
づ
く
り
や
ひ
い
て

は
白
鷹
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　

18
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
町

の
予
算
額
２
２
５
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
よ
り
、

こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
が
実
施
し

て
い
た「
白
鷹
町
生
涯
学
習
推
進

助
成
事
業
」
を
本
事
業
に
統
合
し

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
構
成
員
が
協
力
し
て
作

業
を
行
い
、
原
材
料
費
の
支
給
に

よ
り
整
備
が
完
了
す
る
と
認
め
ら

れ
る
事
業
や
地
域
計
画
づ
く
り
を

行
う
事
業
は
昨
年
ど
お
り
継
続
し

ま
す
。

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
募
集

要
領
に
よ
り
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
助
成
対
象
団
体
の
選

考
は（
第
１
回
受
付
分
か
ら
）
先

着
順
で
行
い
ま
す
の
で
、
計
画
的

な
事
業
の
実
施
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
不
明
な
点
、
わ
か
り
に

く
い
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
個

別
に
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
助
成
�
対
象
�
�
�
事
業

�
�
�
地
域
�
�
�
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の

整
備
、
地
域
の
景
観
形
成
、
研
修

会
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど

�
�
�
歴
史
�
文
化
事
業

　

歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、
郷
土

史
発
刊
、
郷
土
料
理
の
伝
承
・
活

用
、
新
た
な
芸
術
文
化
活
動
な
ど

�
3
�
�
�
�
�
�
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
祭
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

都
市
交
流
な
ど

�
4
�
新
分
野
�
�
�
�
�
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
立
ち
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
特
産
物
の

開
発
な
ど

�
5
�
生
涯
学
習
推
進
事
業
�
統
合
�

　

講
演
会
、
講
習
会
な
ど
の
開
催

や
芸
術
文
化
活
動
な
ど

�
�
�
地
域
�
�
�
計
画
策
定
事
業

　

地
域
の
現
状
と
課
題
把
握
、
地

域
発
展
の
テ
ー
マ
づ
く
り
、
具
現

化
に
向
け
た
具
体
的
事
項
事
業
実

施
に
向
け
た
方
策
検
討
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
団
体
直
営
事
業

　

公
園
な
ど
の
施
設
等
で
、
ま
ち

づ
く
り
団
体
の
構
成
員
が
協
力
し

て
作
業
等
を
行
う
も
の
で
、
原
材

料
費
の
支
給
に
よ
り
整
備
が
完
了

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
な
ど

�
手
続
�
�
方
法

�
申
請

　

事
業
の
助
成
希
望
団
体
は
、
ま

ず「
協
議
書
」を
町
長
に
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
事
業
の
計

画
性
を
高
め
る
た
め
、
協
議
書
の

受
付
は
次
の
３
回
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
第
１
回

：

６
月
13
日（
月
）ま
で

・
第
２
回

：

９
月
12
日（
月
）ま
で

・
第
３
回

：

12
月
12
日（
月
）ま
で

※
い
ず
れ
も
役
場
窓
口
延
長
日

（
午
後
７
時
ま
で
）で
す
。

�
助
成
額

　

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業
の

（
1
）〜（
4
）は
20
万
円
以
上
の
事

業
費
で
そ
の
40
％
以
内
の
額
。
た

だ
し
、
助
成
限
度
額
は
50
万
円
と

し
ま
す
。

（
5
）は
10
万
円
以
上
の
事
業
費
で

そ
の
40
％
以
内
の
額
。
助
成
限
度

額
は
50
万
円
で
す
。

（
6
）は
20
万
円
以
上
の
事
業
費
で

そ
の
80
％
以
内
の
額
。
助
成
限
度

額
は
50
万
円
で
す
。

（
7
）は
原
材
料
費
の
80
％
以
内
の

額
で
、
助
成
限
度
額
を
10
万
円
と

し
ま
す
。

�
助
成
金
�
交
付
決
定

　

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
提
出
い

た
だ
い
た
協
議
書
を
も
と
に
役
場

内
の
関
係
課
長
か
ら
な
る
選
定
委

員
会
に
お
い
て
選
定
し
、
最
終
的

に
は
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

�
詳
�
�
�
�

政
策
改
革
課
政
策
企
画
係（
☎
85

－

６
１
２
３
、
担
当

：

湯
澤
、
大

木
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

白
鷹
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
生
涯
学
習
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
生
涯
学
習
推
進
基

金
を
活
用
し
、
費
用
を
無
利
子
で

貸
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
内
学
習
、
海
外
学

習
、
文
化
研
究
に
か
か
わ
る
出
版

に
要
す
る
経
費
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
１
）貸
付
の
対
象

　

①
町
内
在
住
の
か
た

　

☆
こ
の
貸
付
制
度
を
利
用
し
、

　

ま
だ
そ
の
返
済
が
済
ん
で
い
な

　

い
か
た
は
、
新
た
に
借
り
受
け

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
２
）貸
付
額　

　

①
国
内
学
習　

20
万
円
以
内

　

②
海
外
学
習　

50
万
円
以
内

　

③
文
化
研
究
に
係
わ
る
出
版
に

　
　

要
す
る
経
費　

１
０
０
万
円

　
　

以
内

（
３
）貸
付
期
間
及
び
返
済

　

貸
付
期
間
は
３
年
と
し
、
返
済

は
年
賦
均
等
返
済
。
期
間
の
短
縮

に
つ
い
て
は
協
議
に
よ
っ
て
定
め

ま
す
。

　
　

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
！

 
 

　
－

生
涯
学
習
推
進
基
金
貸
付
制
度

－
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白
鷹
町
で
は
人
口
の
減
少
に
反
比
例
し
、
ご
み
の
量
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
よ
り
５
月
30
日
を
「
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
と
し
て
、
み
ん
な
で
ご
み
の
減
量
化

に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会（
※
）か
ら
の
４
つ
の
提
案
で
す
。

�
月
30
日
�
�

 
�
白
鷹
�
�
�
�
�
日
�
�
�
�

 
 

 

－

美
し
い
し
ら
た
か
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

－

③
買
い
物
袋
（
マ
イ
バ
ッ
グ
）を
使
お
う
！

　　

買
い
物
に
行
く
に
は
買
い
物
袋

（
マ
イ
バ
ッ
グ
）
を
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
何
の
袋
で
も
い
い
で
す
。

家
庭
に
入
る
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。

①
紙
ご
み
を
減
ら
そ
う
！ 

　　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
50
％
は
紙
・

布
類
で
す
。
ま
だ
ま
だ
資
源
と
し
て
出
せ

る
紙
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

　

レ
シ
ー
ト
、
紙
く
ず
を
こ
ま
め
に
、
古

紙
再
生
に
出
し
ま
し
ょ
う
！

②
分
別
を
徹
底
し
よ
う
！

　　

ご
み
の
中
身
を
知
り
、
分
別
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

分
別
が
不
安
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
「
分
別
１
１
０
番
」

　
　

町
民
税
務
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

　
　
　
　
　

（
☎
85

－

６
１
３
１
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

５
月
は
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
月
間

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
大
規
模
な
不
法
投
棄
は

減
っ
て
い
ま
す
が
、
路
上
へ
の
「
ポ

イ
捨
て
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ポ
イ
捨
て
」も
立
派
な
犯
罪
で
す
。

白
鷹
町
に
は
年
間
約
６
ト
ン
も
の
ご

み
が
捨
て
ら
れ
、
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ご
協
力
を
得
て
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
モ
ラ
ル
の
輪
を
広
げ
不

法
投
棄
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話

　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

（
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内
）

○
白
鷹
町
不
法
投
棄
窓
口
番
号　

　

☎
85

－

６
１
３
１  

（
町
民
税
務
課 

く
ら
し
・
環
境
推

進
係
）

まぜればごみ

分ければ資源

紙・布類

木･竹･
わら類

ビニール類

生ごみ等

その他 不燃物

〈家庭からのごみの内訳〉

 
紙・布類約50％

半分に減らすと

全体の約25％

減らせます!!

（
※
）
広
報
し
ら
た
か
４
月
号
で
募
集
し
ま
し
た
、
町
民
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
で
す
。

④
生
ご
み
を
土
に
か
え
そ
う
！

　　

昔
な
が
ら
の「
こ
え
づ
か
」、そ
し
て
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。「
ぼ

か
し
」
な
ど
を
使
っ
て
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
、「
ご
み
」
で
は
な
く

「
肥
料
」
と
し
て
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

　

白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会
で
は
、  

 

 

　

店
頭
啓
発
活
動
�
行
�
�
�
�

　
　
　
　

　
　
　
　

▼
日
時　

５
月
29
日
�
日
�　

午
後
２
時
よ
り

　
　
　
　

▼
ス
ピ
カ
前
・
Ａ
コ
�
プ
前

　
　
　
　

�
ぼ
か
し
�
�
ざ
つ
紙
ふ
く
ろ
�
を
無
料
を
配
布
し
�
ご
み
の
分
別
・

　
　
　
　

減
量
化
の
展
示
を
行
い
ま
す
�
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
�
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�
�
減
新
聞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
出
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
出
�
�
�
量
�
知
�

　

ま
ず
、
グ
ラ
フ
で
ご
み
の
排
出
量
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
白
鷹
町
の
ご
み
は
、
人
口
の
減
少
に
反
比
例
し
、
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
ま
す
。 

◎
こ
の
ご
み
の
た
め
に
、
年
間
約
１
億
４
千
万
の
税
金
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
（
し
尿
処
理
も
含
む
）。
こ
れ
は
ご
み
１
㎏

あ
た
り
約
70
円
の
計
算
に
な
り
ま
す
。

人口と生活系ごみの１人１日排出量

16,600
16,800
17,000
17,200
17,400
17,600
17,800
18,000
18,200

Ｈ９Ｈ10Ｈ11 Ｈ12Ｈ13Ｈ14Ｈ15

0
50
100
150
200
250
300
350
400

人口

１人１日

人口（人） 排出量（ｇ）

（年度）

▼
ご
み
減
新
聞
発
刊

　

白
鷹
町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
協
議
会
で

は
�
定
期
的
に
�
ご
み
減
新
聞
�
を
発
刊
し
�

ご
み
の
減
量
化
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
�

季刊
創刊５月号

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
家
計
簿
�
��
環
境
�
�
�
�
�
家
計
簿
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

本
日
配
布
し
た
「
ご
み
家
計
簿
」「
環
境
に
や
さ
し
い
家
計

簿
」（
水
色
の
シ
ー
ト
）を
つ
け
て
み
よ
う
。

　

つ
け
る
こ
と
で
、
日
々
の
生
活
を
見
直
し
、
ご
み
の
減
量

化
に
取
り
組
み
、
環
境
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
計
に
も
お
ト
ク
で
す
。

　

○
ご
み
袋
１
枚
節
約
す
る
と
約
２
キ
ロ
の
ご
み
が
減
り
、

　
　

40
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
！

　

○
電
気
使
用
量
を
１
時
間
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
減
ら
す
と
、
約

　
　

22
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
！

　

○
ガ
ス
使
用
量
を
１
㎥
減
ら
す
と
、
約
８
０
０
円
の
節
約

　
　

に
な
り
ま
す
。

　

○
水
道
使
用
量
を
１
㎥
減
ら
す
と
、
水
道
料
金
を
約　
　

　
　

１
９
０
円
、
下
水
道
料
金
を
約
１
７
０
円
節
約
で
き
ま

　
　

す
。

�
�
�
減
量
化
�
�
�
�

�
�
�
袋
�
�
�
�
�
�
�
方

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
を
週
に
何
袋
で
何
枚
分
出
し
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

☆
減
量
す
る
に
は
…

右
の
ぺ
ー
ジ
の
「
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会
」
か
ら

の
４
つ
の
提
案
を
実
践
し
よ
う
。

温
暖
化
防
止
�
�
�
�

�
環
境
�
�
�
�
�
�
方

　

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
「
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
を
も

と
に
記
録
し
ま
す
。

☆
家
庭
で
い
ち
ば
ん
電
気
を
消
費
し
て
い
る
も
の
は
…

　

エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
照
明
・
テ
レ
ビ
は
家
電
製
品
の
中

で
も
四
天
王
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
電
力
の
多
い
も
の
を
上
手
に
省
エ
ネ
す
る
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。

☆
節
約
す
る
に
は
…

　

①
エ
ア
コ
ン
…
夏
は
28
℃
、
冬
は
20
℃
を
目
安
に
温
度
を

　
　

設
定
す
る
な
ど

　

②
冷
蔵
庫
…
つ
め
込
み
を
な
く
す
、
ド
ア
を
無
駄
な
く
開

　
　

閉
す
る
な
ど

　

③
照
明
器
具
…
蛍
光
ラ
ン
プ
を
選
ぶ
、
点
灯
時
間
を
短
く

　
　

す
る
な
ど

　

④
テ
レ
ビ
…
主
電
源
を
切
る
、
見
な
い
と
き
は
消
す
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
協
議
会
事
務
局

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
年
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
年
�
�
�
�

減
�
�
�
�
�
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　４月17日、ヤナ公園において「花回廊
ようざんろーど」をつくる会（会長　高橋
俊龍さん）の桜苗木の植樹式が行われまし
た。本会は首都圏在住の置賜出身者を中心
に組織され、桜を植えることで美しい景観
をつくり、ふるさととの交流を深める目的
で５年ほど前から活動され、今年は白鷹町
が植樹計画地域となっています。式では、
会員の皆さんの手によりエドヒガンザクラ
などの苗木が10本植えられました。

桜
�
�
�
�
�
�
置
賜
�
�
�
�
�
�

�
花
回
廊
�
�
�
�
�
�
�
��
植
樹
式

　４月17日、鮎貝さくら祭りが開かれまし
た。鮎貝土地区画整理事業に伴い、地域活
性化を目的に発足した「鮎貝まちづくり推
進委員会」が中心となった事業で、今年で２
回目。スポーツ公園では、食文化グループ
などの郷土食の提供、荒砥高校吹奏楽部や
町内外の皆さんの演奏などが行われました。
また、整備の進んだ白鷹ニュータウン四季
の郷では、はたらく車試乗会、抽選会など
が催され、家族連れでにぎわいました。

地
域
�
皆
�
�
�
盛
�
上
�
�
�
開
花
�
一
歩
前
進

第
�
回
鮎
貝
�
�
�
祭
�

　４月10日、東陽ホール及び東陽の里グラ
ウンドにおいて、白鷹町消防団幹部・新入
団訓練が行われました。辞令交付式、各種
講習会のあと、グラウンドでは各個訓練な
どが行われました。新入団員にとっては初
めての訓練でもあり、緊張した面持ちで行
進などをされていました。今年、白鷹町消
防団には新たに43人が入団。予防消防は地
域住民が主役ですが、そのリーダー役とし
ての活躍が期待されます。

地
域
�
災
害
�
�
守
�
新
�
�
仲
間

消
防
団
�
幹
部
�
新
入
団
員
訓
練

平
成
17
年
度
白
鷹
町
�
�

�
�
少
年
団
合
同
結
団
式

　

４
月
９
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、「
平
成
17
年
度
白

鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
結
団

式
」
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
結
団
式

で
は
、
６
０
４
人
25
団
の
代
表
者

に
芳
賀
繁
男
本
部
長
よ
り
団
旗
が

手
渡
さ
れ
、
団
員
を
代
表
し
て
ジ

ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
平
彩
花
さ
ん

が
活
動
に
向
け
て
の
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
を
代
表
し
て
中

山
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大

滝
義
昭
さ
ん
に
教
育
長
よ
り
委
嘱

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
１

年
間
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　５月3日から５日かけて、白鷹町ソフト
ボール場を主会場に、「第14回ソフトボー
ルフェスティバル」が行われました。べに
ばな国体開催を記念して毎年開催されてお
り、今年は茨城県、埼玉県、東北各地より
24チームが参加。開会式では、長井高校の
大河原真波さんが選手宣誓を行い、3日間
の大会がスタートしました。結果は、春日
部女子高校（埼玉県）が激戦を制し、優勝
を果たしました。

24
�
�
�
�
白
熱
�
�
好
�
�
�

第
14
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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諏
訪
堰
土
地
改
良
区
�
全
国

土
地
改
良
功
労
者
表
彰
金
章

受
賞

　

諏
訪
堰
土
地
改
良
区
（
理
事
長

・
高
橋
恭
平
さ
ん
）
は
、
昭
和
26

年
の
設
立
以
来
、
水
稲
の
生
産
性

を
上
げ
、
米
の
収
量
を
増
や
す
た

め
、
農
地
の
集
団
化
や
農
業
の
安

定
化
の
事
業
を
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
「
県
営
畔
藤
地
区
経

営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
平
成

17
年
度
完
成
予
定
）」を
実
施
し
、

ま
た
施
設
の
維
持
管
理
、
用
水
の

栃
尾
市
�
�
町
�
感
謝
状
�

�
�
�
�
�
�
�

　

昨
年
、
姉
妹
都
市
の
栃
尾
市
が
、

7
月
に
豪
雨
水
害
、
10
月
に
新
潟

県
中
越
地
震
大
震
災
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
際
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
救
援
物
資
や
義
援

金
を
送
り
、
人
的
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
た
び
栃
尾

市
長
が
来
町
さ
れ
、
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

平
成
16
年
度
�
�
町
�
�
�
�
�
�
寄
付
�
�
�
�
�
�
�
�

●
�
株
�
フ
�
�
メ
�
ク
様
�
長
井

市
�

　

▼
打
繊
機
（
伝
統
あ
る
深
山
和

　

紙
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
）

●
梅
津
誠
様
�
荒
砥
�

　

▼
大
型
テ
レ
ビ
１
台
（
荒
砥
駅

　

前
交
流
施
設
等
で
利
用
）

●
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
井
様

�
長
井
市
�

　

▼
現
金
10
万
円
（
図
書
購
入
代

　

と
し
て
）

●
白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

　

▼
現
金
10
万
円
（
図
書
購
入
代

　

と
し
て
）

●
梅
津
伸
一
様
�
東
京
都
�

　

▼
故
梅
津
五
郎
画
伯
洋
画
作
品

　

17
点

●
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

様
�
全
国
共
済
農
協
連
合
会
山
形

県
本
部
様
�
山
形
市
�

　

▼
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
（
交
通

　

安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
）

●
ホ
�
ク
ス
会
様

　

▼
現
金
10
万
円
（
こ
ぶ
し
の
家

　

事
業
へ
）

●
町
下
区
様

　

▼
土
地　

田　

４
・
47
㎡
大
字

　

畔
藤
字
東
卯
ノ
木
９
０
５
３

－
　

１
２
７
番
地
（
公
民
館
管
理
道

　

路
と
し
て
）

●
ど
り
い
む
農
園
直
売
所

産
直
の
会
様
�
畔
藤
�

　

▼
現
金
１
１
０
０
万
円

お世話になりました。

フラワーロードパーク里親活動
　平成16年度は下記の７つの団体の皆さんに、ごみ収集、除草、
樹木の管理などを行っていただきました。１年を通してフラワ
ーロードパーク内をきれいにしていただき、ありがとうござい
ました。

町下花街道奉仕会・路傍花の会・衣袋建設ほか五風会・
高橋組・菅原組・町職員クラブ・東陽ロード小山沢

平成17年度フラワーロードーパークの里親
(ボランティア )を募集します
　
　ボランティアを行っていただける個人、団体、企業及び従業員団体などのかたを募集します。
児童・生徒が活動の主体になる場合は、責任者を付けていただきます。
▼主な仕事　フラワーロードパーク区域内のごみ収集、除草、樹木の管理など
▼活動回数　年間３回以上をお願いします。
▼申込方法　参加申込書 ( 建設水道課にあります ) に必要事項を書いて提出してください。
▼募集締切　５月20日（金）
■申込・問い合わせ　建設水道課（☎85－６１４２）

適
正
配
分
の
た
め
組
合
員
が
一
体

と
な
っ
て
経
営
の
合
理
化
を
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

土
地
改
良
功
労
団
体
と
し
て
全
国

土
地
改
良
功
労
者
表
彰
の
団
体
部

門
金
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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〈高齢者編〉

　すてきに年をかさねて、いくつになっても、自分がやりたいことができる暮ら

しは、高齢者の健康な暮らしです。そんな、健康な暮らしをしていても、ちょっ

と疲れることがあります。

　そんな時はがんばり過ぎず、介護予防のため、ボランティアや介護・福祉サー

ビスを活用しましょう。上手な活用は生活の自立度を上げます。

「退院後の生活はどうしたらいいだろう。」「一人暮らしなのに、脚が痛くて買物

に行けなくなった。」など、日常生活に困ったときは、地区の民生委員や健康福祉

センター（☎86－0112）へご相談く

ださい。

　町内には、介護保険サービス ( デイ

サービス、ショートステイ、ホームヘ

ルパーなど）のほかに、地域の「ふれ

あいサロン」や宅老所「ちょぼらの家」

などがあります。お気軽にご利用くださ

い。

「元気ニコニコ推進会議」
掲示板

　健康な暮らしのために、
自然の中でウォーキングを
楽しみましょう !
《最上川ウキウキ遠足》
日時：６月４日（土）
　　　午前10時～
場所：健康福祉センター
※日程について詳しくは、
健康福祉課健康推進係（☎
86－0210）まで、お問い合
わせください。

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈入れ歯の手入れ〉

『８０２０』運動をご存知ですか？80歳で20本以上自分の歯を残そうと
いう全国的な取り組みのことです。“おいしく食べること”は健康で充実
した生活を過ごすための基本ではないでしょうか？１本でも多く自分の
歯を残せるように、正しい口腔ケアを身につけましょう。

総入れ歯部分入れ歯

●食べた後は入れ歯をはずし、残っている歯と入れ歯をハブラシで丁寧

に磨きましょう（洗浄剤だけでは汚れは取れません）。

●寝る時は、歯ぐきを休める為に、入れ歯は必ずはずしましょう。

●定期的にかかりつけの歯医者さんで診てもらいましょう。

おいしく食べて元気ニコニコな暮らしを目指しましょう！

▲「ちょぼらの家」のホッとな風景
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�
�
�
�
�

新
�
�
公
民
館
職
員
�
�

�

今
年
度
か
ら
各
地
区
公
民
館
は
、

地
域
の
主
体
的
な
運
営
を
目
指
し

て
、
公
募
・
選
考
に
よ
る
館
長
代

理
と
主
事
が
勤
務
し
、
地
区
公
民

館
長
を
中
心
に
３
人
体
制
で
公
民

館
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域

づ
く
り
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
か
た
と
と
も
に
活
動
を
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　笑顔と明るさをモット
ーにがんばっています。

蚕桑地区公民館

十王地区公民館

　明るく笑顔があり、地
域の皆さんに愛される公
民館を目指してがんばり
ます。

　皆さんのお力をお借り
しながら、がんばってい
きたいと思います。

　地域の人と人の輪を大
切に、伝統ある蚕桑地区
公民館を継承していきた
い。

東根地区公民館

鮎貝地区公民館

鷹山地区公民館

荒砥地区公民館

　地域づくりの拠点とし
て、皆さんに親しまれる
公民館となるようがんば
ります。

　地域の人たちとのつな
がりの中で、公民館運営
に努めます。

　一から勉強するつもり
でがんばりますので、よ
ろしくお願いします。

　頼もしい父のような館
長と、愛娘のような主事
と一緒にがんばります。

　事業をとおし、皆さん
と触れ合えることを楽し
みにしています。

　だれもが気軽に寄れて、
明るく雰囲気の良い公民
館づくりを目指します。

　地域のかたの声、思い
があふれている公民館づ
くりに励みます。

　元気に、明るく、だれ
でも気軽に立ち寄れる公
民館づくりを目指します。

主事　鈴木晴美 館長代理　豆腐谷憲始 館長代理　福嶋亮一主事　金田美加

主事　衣袋祐子 館長代理　梅津光弘 館長代理　工藤裕子主事　奥山鳩子

主事　丸川美紀 館長代理　向田忠博 館長代理　紺野眞一主事　竹田美佐子

＊
各
地
区
公
民
館
の
開
館
時
間

が
４
月
か
ら
「
毎
日
午
前
９
時

か
ら
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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催　し

募　集

白
鷹
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
誘
�

　

風
薫
る
５
月
、
新
緑
の
中
を
ゆ

っ
く
り
と
白
鷹
山
に
登
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
友
達
や
家
族
を
誘
っ
て

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
29
日
（
日
）
小
雨

決
行　

▼
対
象　

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら

ど
な
た
で
も
、
約
４
時
間
の
散
策

が
可
能
な
か
た
、
町
外
の
か
た
も

大
歓
迎
で
す
。

▼
持
ち
物　

昼
食
・
お
や
つ
・
飲

み
物
・
タ
オ
ル
・
雨
具
・
セ
ー
タ

ー
類
・
ご
み
拾
い
用
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
・
軍
手
な
ど

▼
服
装　

ゆ
と
り
あ
る
運
動
着
・

防
寒
具
・
運
動
靴

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
し
め
き
り　

５
月
20
日

三
�
瀧
不
動
尊
大
祭
�
�
案
内

　

眼
病
平
癒
、
火
盗
消
除
、
養
蚕

安
全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ッ

瀧
不
動
尊
」
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

三
ッ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
の
場
合　

貝
生
公
民
館
）

▼
直
会　

貝
生
公
民
館　

午
後
２

時
30
分
〜　

会
費
１
０
０
０
円

▼
御
札　

一
体
５
０
０
円

▼
名
物　

「
流
し
ソ
ー
メ
ン
」
と

山
菜　

お
１
人
様
６
０
０
円　

昼

12
時
ま
で

▼
交
通　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　

役
場

前
午
前
９
時
45
分
発

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

赤
坂
憲
雄
教
授
�
�
山
野
河
海

�
�
�
�
�
�
語
�

　　

東
北
芸
術
工
科
大
学
に
着
任
以

来
、「
東
北
学
」
を
掲
げ
、「
い
く
つ

も
の
日
本
」
論
を
展
開
す
る
赤
坂

教
授
か
ら
、
東
北
・
置
賜
の
民
俗

を
中
心
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
22
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

▼
場
所　

の
ど
か
村

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
懇
親

会
を
含
む
場
合
は
４
５
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

柳
田
国
男
を
読

む
会
・
江
口
儀
雄
（
☎
85

－

２
７

０
０
）

憲
法
学
習
会
�
�
�

　

白
鷹
九
条
の
会
で
は
、
憲
法
へ

の
理
解
を
深
め
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
の
学
習
会
を
隔
月
間

で
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
２

回
目
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

５
月
27
日
（
金
）

午
後
７
時
〜

▼
場
所　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
内
容　

戦
争
体
験
を
語
る
・
荒

川
幸
一
氏

▼
討
論　

い
ま
、
な
ぜ
改
憲
か
？

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
九
条
の
会

・
疋
田
美
津
子
（
☎
85

－
５
６
７

５
）

（
金
）

▼
行
程

８
時
30
分　

白
鷹
ス
キ
ー
場
集
合

　
　
　
　
　

・
受
付
・
開
会
式

８
時
45
分　

出
発
・
山
の
先
生
に

　
　
　
　
　

お
話
を
聞
き
な
が
ら

　
　
　
　
　

ゆ
っ
く
り
登
り
ま
す

11
時　

雨
量
レ
ー
ダ
ー
到
着

11
時
30
分　

山
頂
到
着
・
白
鷹
虚

　
　
　
　
　

空
蔵
様
参
拝
・
昼
食

１
時
30
分　

下
山
・
ご
み
を
拾
い

　
　
　
　
　

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
下

　
　
　
　
　

り
ま
す

３
時　

白
鷹
ス
キ
ー
場
到
着
・
閉

　
　
　

会
式
・
解
散

＊
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
当
日
の

朝
、
電
話
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２

１
０
）

移
動
町
長
室
�
開
催
�
�
�

　　

皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
気
軽
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
希
望
の
団
体
ま
た
は

地
域
の
か
た
は
、
総
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
回
数　

17
年
度
中
、
７
回

▼
期
日
・
場
所　

希
望
さ
れ
る
団

体
の
か
た
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
申
込
期
日　

随
時
受
け
付
け
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

情
報
企
画
係（
☎
85

－

６
１
２
１
）

防
衛
庁
�
自
衛
隊
幹
部
候
補
学
生

�
�
等
陸
海
空
士
�自
衛
官
募
集

▼
応
募
資
格　

（
１
）自
衛
隊
幹
部
候
補
学
生
（
一

般
・
技
術
）

①
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
男
女

②
平
成
18
年
３
月
及
び
４
月
に
学

　

校
へ
入
隊
で
き
る
か
た

③
試
験
科
目　

筆
記
試
験
・
小
論

　

文
・
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

④
試
験
日　

１
次
試
験

　

５
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

（
２
）２
等
陸
海
空
士

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

②
７
月
・
10
月
に
陸
・
海
・
空
の

　

部
隊
へ
入
隊
で
き
る
か
た

③
試
験
科
目　

口
述
試
験
及
び
身

　

体
検
査

④
試
験
日　

５
月
28
日
（
土
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊

米
沢
募
集
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）

おしらせ

白
鷹
町
�
行
政
相
談
委
員
�
奥

山
正
雄
�
�
�
再
任
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こ
の
た
び
、
総
務
大
臣
か
ら
白

鷹
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
４

月
１
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・

町
な
ど
の
業
務
に
対
す
る
苦
情
や

要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
行
政

機
関
の
自
主
的
な
改
善
が
促
さ
れ

る
よ
う
に
働
き
か
け
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
奥
山
正
雄
さ
ん
（
荒
砥
甲
１
０

６
８

－

７　

☎
85

－

３
８
４
１
）

■
行
政
相
談
委
員
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ　

総
務
省
山
形
行
政
評
価

事
務
所
（
☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３
）

白
鷹
町
子
育
�
総
合
相
談
窓
口

�
設
置
�
�
�
�

　　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
子

育
て
総
合
相
談
窓
口
を
児
童
係
に

設
置
し
ま
し
た
。
児
童
虐
待
や
そ

の
疑
い
の
あ
る
情
報
な
ど
に
つ
い

て
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
実
施
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
相
談
窓
口　

健
康
福
祉
課
児
童

係
（
☎
86

－

０
２
１
２
）

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時（
月
曜
日
は
午
後
７
時
）

▼
相
談
対
象
児
童　

０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
児
童

▼
内
容　

子
育
て
に
関
す
る
相
談

・
虐
待
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
こ
と

に
関
す
る
情
報
な
ど

白
鷹
町
蚕
桑
紬
�
�
�
屋
内
運

動
場
�
休
館
日
�
�
�
�

▼
各
月
の
休
館
日

○
５
月

：

16
日（
月
）、23
日（
月
）、

　

30
日（
月
）

○
６
月

：

６
日（
月
）、13
日（
月
）、

　

20
日（
月
）、27
日（
月
）

○
７
月

：
４
日（
月
）、11
日（
月
）、

　

19
日（
火
）、25
日（
月
）

▼
使
用
申
込
受
付　

白
鷹
町
中
央

公
民
館
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

10
時
、
毎
月
第
３
日
曜
日
除
く
、

年
末
年
始
閉
庁
期
間
を
除
く
）

☎
０
２
３
８

－

85

－

６
１
４
３

※
使
用
取
消
の
場
合
は
、
必
ず
白

鷹
町
中
央
公
民
館
あ
て
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

善
意
�
毛
布
�
�
�
�
�
�

　

自
然
災
害
や
紛
争
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
民
、

着
の
身
着
の
ま
ま
で
国
外
へ
避
難

せ
ざ
る
を
得
な
い
難
民
に
「
い
の

ち
の
支
え
」
と
な
る
毛
布
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
現
地
の
人
び
と
の

手
に
届
く
ま
で
の
海
外
輸
送
費
９

０
０
円
の
ご
協
力
も
併
せ
て
お
願

い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

５
月
31
日
（
火
）

ま
で

キ
�
ン
ペ
�
ン

▼
日
時　

5
月
28
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

▼
場
所　

荒
砥
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

『
ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
送
る
運
動
』
置
賜
地
区
実

行
委
員
会　

渡
部
（
☎
０
２
３
８

－

37

－

２
４
８
７
）　

�
�
�
虫
病
�
気
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
田

畑
、
山
林
、
河
川
敷
の
藪
、
草
む

ら
な
ど
つ
つ
が
虫
の
生
育
域
に
立

ち
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

▼
つ
つ
が
虫
病
の
症
状

つ
つ
が
虫
の
幼
虫
に
刺
さ
れ
る
と
、

５
〜
14
日
後
に
、
発
熱
、
頭
痛
、

全
身
の
だ
る
さ
、
筋
肉
痛
、
関
節

痛
、
下
痢
、
吐
き
気
、
ほ
ぼ
全
身

に
わ
た
っ
て
の
発
疹
が
現
れ
ま
す
。

手
当
て
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意

が
必
要
で
す
。

▼
つ
つ
が
虫
病
予
防
・
早
期
治
療

（
１
）
田
畑
、
山
林
、
河
川
敷
の

藪
、
草
原
な
ど
に
立
ち
入
る
時
の

注
意

①
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手

袋
等
を
着
用
し
、
素
肌
を
で
き
る

だ
け
出
さ
な
い
。

②
草
む
ら
に
直
接
座
ら
な
い
。

③
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
ダ
ニ

忌
避
剤
、
防
虫
剤
を
衣
服
に
散
布

す
る
。

④
帰
宅
し
た
ら
早
め
に
入
浴
し
、

清
潔
を
保
ち
、
衣
服
の
洗
濯
を
行

う
。

（
２
）
悪
寒
、
発
熱
、
発
疹
な
ど

の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち

に
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

①
風
邪
に
似
た
症
状
の
た
め
、
症

状
だ
け
で
は
つ
つ
が
虫
病
と
診
断

困
難
な
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
「
最
近
、
田
畑
、
山
林
、

草
む
ら
な
ど
つ
つ
が
虫
が
生
息
し

て
い
そ
う
な
場
所
に
立
ち
入
っ
た

こ
と
」
を
医
師
に
話
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

�
�
�
�
訂
正

●
広
報
し
ら
た
か
お
し
ら
せ
版
４

月
22
日
号
２
ペ
ー
ジ
「
お
し
ら
せ
」

で
お
知
ら
せ
し
た
、
ま
ぁ
・
ど
ん

な
レ
ス
ト
ラ
ン
の
予
約
・
問
い
合

わ
せ
電
話
番
号
は
、「
ま
ぁ
・
ど

ん
な
レ
ス
ト
ラ
ン
☎
87

－

２
４
５

６
」、「
代
表　

佐
藤
洋
子
☎
87

－

２
０
１
８
」
で
し
た
。

●
同
号
３
ペ
ー
ジ
「
図
書
館
だ
よ

り
」
で
、「
紙
し
ば
い
と
読
み
聞
か

せ
お
楽
し
み
会
」
の
題
名
「
丈
六

地
蔵
」
は
、「
黒
滝
物
語
」
の
誤
り

で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　　 友だち

ひが
しね
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき

Ｃくん「せんせい、ブランコ押して」

せんせい「ゆりさんになったんだも

　　　　ん　一人でこいでみて」

Ｃくん「空みてだよね」（とつぶやき

　　　ながらこぎだした）

せんせい「すごいね一人で乗れたね」

Ｃくん「うん　風が押してけっちゃ

　　　んだよ」

風とブランコ

せんせい「きれいだね、桜の花」

Ａさん「ほんとだ　まんさいだ　ま

　　　んさいだ」

Ｂさん「お花の友だちいっぱいだね」
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く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
�

�
選
挙
違
反
�
�
�
罰
則
�

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

�

選
挙
違
反
�
犯
�
�
場
合
�
犯

罪
�
�
�
裁
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
連
座
制
�
�
�
�
�
�
�
�

�
科
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

選
挙
運
動
�
関
�
�
者
�
�
�
�

�
�
投
票
�
�
有
権
者
�
�
�
�

違
反
�
当
�
�
�
�
�
�
知
�
�

�
�
�
�
選
挙
�
正
�
�
行
�
�

�
�
�
�
�
�
�
見
極
�
�
必
要

�
�
�
�
�
�

●
選
挙
違
反
の
主
な
ケ
ー
ス

◆
買
収
罪　

�

金
銭
�
物
品
�
供
応
接
待
�
�

�
�
�
票
�
獲
得
�
誘
導
�
金
銭

�
�
�
実
際
�
渡
�
�
�
約
束
�

�
�
�
�
�
違
反
�
�
�
�
�
�

�
�
買
収
�
応
�
�
�
促
�
�
�

�
�
場
合
�
処
罰
�
�
�
�
�
品

物
�
受
�
取
�
�
有
権
者
�
罰
�

受
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
利
害
誘
導
罪　

�

特
定
�
�
�
�
�
限
�
�
�
範

囲
�
有
権
者
�
選
挙
運
動
者
�
対

�
�
�
�
者
�
�
�
�
�
者
�
関

係
�
�
�
団
体
�
寺
社
�
会
社
�

学
校
�
組
合
�
市
町
村
等
�
�
対

�
�
寄
付
�
�
�
特
殊
�
直
接
利

害
関
係
�
利
用
�
�
投
票
�
誘
導

�
�
場
合
�
成
立
�
�
�
�
�
�
�

利
害
誘
導
�
応
�
�
�
促
�
�
場

合
�
処
罰
�
�
�
�
�

◆
選
挙
妨
害
罪

�

有
権
者
�
候
補
者
�
�
�
�
暴

行
�
脅
迫
�
集
会
�
演
説
�
妨
害
�

候
補
者
�
職
業
�
経
歴
�
�
�
関

�
�
虚
偽
事
項
�
公
表
�
偽
名
�

�
�
通
信
�
�
�
処
罰
�
�
�
�
�

◆
投
票
に
関
す
る
罪　

�

詐
欺
�
方
法
�
選
挙
人
名
簿
�

登
録
�
�
�
�
�
�
投
票
所
�
�

本
人
確
認
�
際
�
虚
偽
�
宣
言
�

�
�
�
�
�
有
権
者
�
�
�
�
�

投
票
�
�
�
�
�
投
票
�
偽
造
�

�
�
増
減
�
�
�
�
�
投
票
所
�

�
�
開
票
所
�
�
�
正
当
�
理
由

�
�
投
票
�
干
渉
�
�
�
投
票
内

容
�
知
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

処
罰
�
�
�
�
�

◆
そ
の
他

�

選
挙
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
多
�
�
罰

則
�
付
�
�
�
�
�
違
反
�
�
�

処
罰
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
明
�
�
正
�
�
選
挙
�
行
�
�

�
�
�
�
有
権
者
�
高
�
意
識
�

�
�
�
臨
�
�
�
�
�
�

期日 時間 コース名 内容 受講料

5月23日（月）,
24日（火）

午後 1時～ 4時
パソコン入門
（文字入力編）

パソコン初心者の方向け。まずは文字を入力でき
るように練習しましょう。

\3,000

5月26日（木） 午後 1時～ 4時
パソコン入門

（インターネット編）
世界中の色々なホームページを閲覧できるように
勉強をします。

\1,500

5月27日（金） 午後 1時～ 4時
パソコン入門

（電子メール編）
電子メールで文面や情報をやり取りできるように
勉強をします。

\1,500

5月30日（月）,
31日（火）

午後 1時～ 4時 ワード初級
文書作成の基本を勉強します。やさしい案内文を
作ってみましょう。

\3,000

6月1日（水）,
2日（木）

午後 1時～ 4時 エクセル初級 エクセルの基本操作と表作成を勉強しましょう。 \3,000

6月3日（金）,
4日（土）

午後 1時～ 4時 ワード中級
表作成や図を挿入して凝った文章をつくってみま
しょう。

\3,000

6月6日（月）,
7日（火）

午後 1時～ 4時 エクセル中級 グラフ作成や、関数などを中心に勉強をします。 \3,000

6月21日（火）,
22日（水）,
23日（木）

午後 7時～ 9時
パソコン入門
（文字入力編）

パソコン初心者の方向け。まずは文字を入力でき
るように練習しましょう。

\3,000

6月27日（月）,
28日（火）

午後 7時～
8時 30 分

パソコン入門
（インターネット編）

世界中の色々なホームページを閲覧できるように
勉強をします。

\1,500

6月29日（水）,
30日（木）

午後 7時～
8時 30 分

パソコン入門
（電子メール編）

電子メールで文面や情報をやり取りできるように
勉強をします。

\1,500

　

５・６月のパソコン講習会

▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1500円前後）
　※途中で退席された場合でも受講料、テキスト代は返金できませんのでご了承ください。
▼会場 白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）

　白鷹町総合情報センターでは、５月28日（土）午後１時から４時まで、通常使用料１時間525円のマルチメ
ディア教室を無料開放します。インターネットも無料でお使いいただけます。台数は20台ございますので、こ

の機会にぜひご利用ください。

皆さんもパソコンライフ始めませんか？ 受講料を値下げしました！
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佳
作　

踏
ま
れ
て
も
路ろ

傍ぼ
う

の
草
は
立
ち
上
が
る　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

薬
草
を
煎
じ
春
待
つ
老
い
ふ
た
り　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

草
餅
は
母
の
手
作
り
香
り
立
つ　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

雪
溶
け
る
草
も
田
畑
も
活
気
づ
く　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

過
疎
す
す
む
ペ
ン
ペ
ン
草
の
屋
敷
跡　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

帰
化
草
と
呼
ば
れ
根
づ
い
て
憎
ま
れ
る　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

逞
し
く
舗
装
持
ち
上
げ
草
萌
え
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

村
は
ず
れ
野
仏
一
つ
草
の
中　
　
　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

藁わ
ら
ぞ
う
り

草
履
履
い
た
餓が

き鬼
大
将
が
居
た　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

草
萌
え
る
期
待
膨
ら
む
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

雑
草
の
よ
う
に
生
き
よ
と
子
に
訓お
し

え　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

墓
参
り
無
沙
汰
を
詫
び
て
草
を
取
る　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

秀
逸　

草
原
の
中
の
あ
な
た
の
紅あ
か

い
花　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

草
む
し
り
こ
れ
が
仕
事
と
笑
う
母　
　
　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

　

〃　

生
命
の
息い

吹ぶ
き

が
光
る
草
萌
え
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

　

〃　

夜
更
け
て
も
草
木
眠
れ
ぬ
大
都
会　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

〃　

雑
草
と
呼
ば
れ
て
も
名
は
御
座
い
ま
す　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
尚
草
の
意
地　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

草
毟む
し

り
な
が
ら
い
の
ち
の
話
な
ど　
　
　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

　

〃　

イ
チ
ロ
ー
と
松
井
ば
か
り
の
草
野
球　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

山
野
草
も
鉢
に
上
が
れ
ば
内だ
い
り裏

様　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

草
ま
く
ら
雲
父
に
な
り
母
に
な
り　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

五
客　

美
し
い
草
原　

地
雷
埋
め
な
い
で　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

道
草
の
子
の
ラ
ン
ド
セ
ル
投
げ
て
あ
る　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

忘
れ
な
草
好
き
な
少
女
に
な
り
ま
し
た　
　

杉
並
区　

太
田　

絹
子

　

〃　

雑
草
と
闘
た
た
か

う
春
の
武
者
振
る
い　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

道
草
を
喰
っ
た
人
ほ
ど
あ
る
丸
味　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

人
位　

草
の
根
の
こ
こ
か
ら
平
和
拡
げ
よ
う　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

地
位　

花
も
実
も
つ
け
て
野
草
の
自
己
主
張　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

天
位　

雑
草
で
生
き
る
恐
れ
る
も
の
は
な
い　
　
　

荒
砥
甲　

高
橋　

白
兎

　

軸　

道
草
も
い
い
な
人
生
路
が
愉
快　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回
課
題　

「
昔
」　

五
月
末
日
ま
で　

「
輪
」　

六
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

草　
　
　
　

樋
口　

一
杯　

選

火災が多発しています !!

　今年に入って、西置賜管内では14件の
火災が発生し、２名の方が亡くなり３名の
方がケガをされています。
　白鷹町内では住宅１件、その他２件の計
３件の火災が発生しています（５月６日現
在）。
　これから山菜取りシーズンを迎え山火事
の発生が予想されますので、焚き火やタバ
コの不始末に十分注意してください。

 

消
防
署
白
鷹
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
月
�
日
�
白
鷹
町
春
季
消
防
演
習

　

訓
練
は
有
事
の
際
の
迅
速
か
つ

確
実
な
消
防
活
動
に
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
保
護
す
る
た
め
、
消
防
団
員
の

志
気
と
消
防
精
神
の
高
揚
、
消
防

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
規

律
訓
練
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。

▼
い
つ　

６
月
５
日（
日
）午
前
中

▼
ど
こ
で
（
時
間
）

・
第
１
会
場　

東
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

観
閲
、
点
検
、
部
隊
訓
練
、
東

　

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど

・
第
２
会
場　

荒
砥
駅
前
周
辺

　
　
　
　
　
（
午
前
10
時
30
分
〜
）

　

第
３
分
団
員
「
町
火
消
し
」
に

　

よ
る
は
し
ご
乗
り
披
露
、
火
災

　

防
ぎ
ょ
訓
練

・
第
３
会
場　

荒
砥
仲
町
通
り

　
　
　
　
　
（
午
前
11
時
20
分
〜
）

　

分
列
行
進
、
あ
ら
と
保
育
園
幼

　

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
行
進

・
第
４
会
場　

役
場
前
広
場

　
　
　
　
　
（
午
前
11
時
40
分
〜
）

　

講
評
、
表
彰
式

▼
通
行
制
限　

　

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
20
分

　
　

荒
砥
駅
前
八
幡
地
内

　

午
前
11
時
10
分
〜
40
分

　
　

荒
砥
仲
町
通
り

▼
第
２
会
場
で
は
、
火
災
防
ぎ
ょ

訓
練
に
伴
う
放
水
を
行
い
ま
す
の

で
、
会
場
周
辺
の
か
た
は
、
洗
濯

物
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
白
鷹
分

署
（
☎
85

－

５
２
４
２
）

至鮎貝 

至R348  

至菖蒲 

● 誘導員 

■ 誘導員長谷部自動車西 T 字路 

★ 誘導員荒砥駅東交差点 

▲ 発炎筒 

火災防ぎょ訓練図
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５
月
上
旬
、
白
鷹
ス
キ
ー
場
周
辺

を
散
策
し
た
。
今
日
は
快
晴
。
そ
の

春
の
光
の
中
で
、
眼
の
先
に
大
朝
日

岳
が
白
く
そ
び
え
る
。
見
事
な
姿
で

あ
る
。
ス
キ
ー
場
の
上
部
の
山
は
、

今
ち
ょ
う
ど
薄
緑
に
木
々
が
芽
生
え

て
お
り
、
ま
た
山
桜
が
よ
う
や
く
つ

ぼ
み
を
開
く
べ
く
、
こ
こ
か
ら
見
る

と
ぼ
ん
や
り
薄
く
赤
み
が
か
っ
た
色

合
い
に
見
え
る
。
ま
た
、
か
な
り
濃

い
黄
色
を
帯
び
た
木
々
も
点
在
す
る
。

上
空
を
仰
ぐ
と
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を

楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
空
を
舞
っ

て
い
る
。
か
な
り
の
飛
び
数
で
あ
る
。

空
か
ら
見
た
春
の
大
地
は
ど
の
よ
う

に
写
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
白
鷹

山
登
山
道
に
沿
っ
て
群
生
す
る
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
群
を
見
る
。
今
が
全
体
の

８
割
く
ら
い
の
咲
き
で
あ
る
。
山
の

空
気
と
水
を
存
分
に
吸
い
込
ん
だ
ろ

う
と
感
じ
ら
れ
る
青
い
葉
の
間
か
ら

の
鮮
や
か
な
白
の
花
。
山
の
木
々
の

間
の
く
ぼ
地
を
か
な
り
の
距
離
に
わ

た
っ
て
続
く
。
こ
の
よ
う
な
広
い
群

生
は
、
ほ
か
で
な
か
な
か
観
ら
れ
な

い
と
人
は
言
う
。
白
鷹
町
の
知
る
人

ぞ
知
る
名
所
で
あ
る
。
帰
り
際
、
ス

キ
ー
セ
ン
タ
ー
で
食
事
を
取
っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん
地
元
産
で
あ

る
。
か
い
も
ち
、
こ
し
あ
ぶ
ら
の
芽

の
天
ぷ
ら
、
青
菜
煮
、
大
根
の
紅
花

漬
、
わ
さ
び
を
混
ぜ
た
冷
汁
。
す
べ

て
季
節
感
の
あ
る
手
づ
く
り
で
あ
る
。

こ
の
場
所
で
、
こ
の
内
容
で
食
事
で

き
る
こ
と
が
楽
し
い
。

　

今
か
ら
約
40
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る

が
、
学
生
の
こ
ろ
地
理
学
の
講
義
を

受
け
て
い
る
中
で
、
鮮
明
に
記
憶
に

残
っ
て
い
る
話
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
北
緯
38
度
に
位
置
す
る
地
域
は
四

季
の
変
化
が
一
番
明
確
で
あ
り
、
美

し
く
鮮
や
か
で
あ
る
。
北
緯
38
度
線

は
東
北
・
山
形
県
を
通
っ
て
い
る
。」

と
話
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、

早
速
地
図
を
調
べ
る
と
、
な
ん
と
ふ

る
さ
と
置
賜
地
域
を
横
断
し
て
い
る
。

そ
の
地
域
が
地
球
儀
的
に
見
た
場
合
、

ほ
か
の
ど
こ
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
、

日
本
で
は
代
表
的
な
四
季
の
変
化
が

明
確
に
表
れ
て
い
る
、
美
し
く
鮮
や

か
な
土
地
な
の
か
と
、
わ
が
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
っ
た
。
そ
の
後
今
ま

で
そ
の
こ
と
を
大
き
な
恵
み
と
考
え
、

今
で
も
ひ
そ
か
に
思
う
わ
が
町
の
自

然
の
美
し
さ
へ
の
自
信
の
も
と
と
な

っ
て
い
る
。

　

白
鷹
の
景
観
は
、
わ
た
し
は
真
実

美
し
い
と
思
う
。
冬
の
厳
し
さ
だ
け

を
気
に
す
る
必
要
は
な
い
。
本
当
に

大
事
な
こ
と
は
、
春
夏
秋
冬
に
も
っ

と
高
い
価
値
観
と
自
信
を
持
つ
こ
と

だ
。
本
町
は
、
平
成
14
年
度
に
「
全

国
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
ク
ー
ル
」

最
優
秀
賞
に
、
平
成
16
年
度
に
「
食

ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
最
高

賞
に
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
輝

い
た
。

　　

さ
ら
な
る
未
来
に
向
け
て
、
わ
た

し
な
り
に
白
鷹
町
の
姿
を
「
四し

き季
彩さ

い

郷き
ょ
うし
ら
た
か
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

そ
し
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
精
神

の
も
と
に
、
さ
ら
な
る
「
新
・
文
化

郷
白
鷹
の
創
造
」
を
進
め
た
い
。

（
※
文
化
＝
人
び
と
の
創
り
出
す
価
値
）

【
北
緯
38
度
線
周
辺
の
世
界
主
要
地
域
】

置
賜
、
ソ
ウ
ル
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、
デ
ン
バ
ー
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ア

テ
ネ
、
リ
ス
ボ
ン

�
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月
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新
緑
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�
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木
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有
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思
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物
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�
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●4月1日 ▼4月30日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

菖　蒲　今　野　　績 　78

鮎　貝　髙　橋　す　み　83

荒砥甲　鈴　木　　榮 　73

高　玉　金　田　勝　身　98

畔　藤　 　原　 　 　80

中　山　戸　借　みつよ　88

広　野　川　井　の　ふ　103

荒砥甲　伊　 　光　 　83

荒砥甲　長谷部　みどり　81

横田尻　小　林　年　雄　85

鮎　貝　迎　田　幸三郎　88

荒砥乙　新　野　幸　男　71

菖　蒲　舩　山　う　め　86

箕和田　土　屋　平三郎　74

No.920
2005-5

-13

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王
佐藤

ｻﾄｳ

    豊
和
かず

　輝
き

ｶｰﾚﾝ･
ﾋﾞｸﾞﾉ

畔　藤 田中 幸　博 隼
はや

　斗
と

佳　奈

深　山 樋口 秀　人
伯
は

　瑠
る

良　子

鮎　貝 安部 正　徳 翔
しょう

　太
た

美佐子

十　王 高田 　博 翔
しょう

　人
と

咲　子

横田尻 土屋 　豊 湊
みなと

ふみ子

横田尻 沖田 昭　博 優
ゆ

　菜
な

幸　子

荒　砥 椎名 　寛 結
ゆい

　人
と

法　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（渡　辺　　彰　　　横田尻
田　代　優　美　　山形市

（海老名　　洋　　　滝　野
大　内　雅　恵　　長井市

（鈴　木　和　幸　　広　野
石　黒　里　美　　鮎　貝

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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